
Ｇ８シーアイランドサミット（米国）
我が国が３Ｒイニシアティブを提案し、各国首脳が３Ｒ行動計画に合意。

３Ｒイニシアティブ閣僚会合（東京）

３Ｒ高級事務レベル会合（東京）

Ｇ８北海道洞爺湖サミット
「神戸３Ｒ行動計画」をＧ８首脳が支持

2004

2005

2006

2007

2008

アジア３Ｒ推進会議（東京）３Ｒ高級事務レベル会合（ドイツ・ボ
ン）

Ｇ８環境大臣会合（神戸）
「神戸３Ｒ行動計画」に合意

第2回アジア３Ｒ推進会議（東京）

各国の３Ｒ国家戦略策定支援開始（インドネシ
ア、フィリピン、タイ、ベトナム、バングラデシュ、
カンボジア）

第１回東アジアサミット環境大臣会合（ベ
トナム）
日本から提案した「アジア３Ｒ推進フォーラム」
に参加各国より賛同を得る

2009
持続可能な資源管理に関するアジアセミ
ナー（東京）

アジア３Ｒ推進フォーラム設立会合（東京）

取組状況を2011年G8環境大臣会合へ報告

３Ｒイニシアティブの国際的展開

アジア３Ｒ推進フォーラム設立会合（マレーシア）国連廃棄物管理国際会議（東京）

第18回国連持続可能な開発委員会会合
(CSD)（ニューヨーク）

2010
(予定)

参考資料２
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タイ
・2005年から、UNEP/ROAP及びIGES
を通じて３R国家戦略策定支援を実施。

中 国
2006年8月 JICA専門家を派遣
2007年3月 第１回日中廃棄物･ﾘｻｲｸﾙ政策対話（北京）
2008年3月 第2回日中廃棄物･ﾘｻｲｸﾙ政策対話(東京）
2008年10月 JICA循環型経済推進プロジェクトを開始
2009年5月 第3回日中廃棄物･ﾘｻｲｸﾙ政策対話(北京）
2009年6月 環境にやさしい都市協力大臣覚書締結

カンボジア
・2006年から、UNEP/ROAP及びIGES
を通じて３R国家戦略策定支援を実施。

フィリピン
・2005年から、UNEP/ROAP及びIGES
を通じて３R国家戦略策定支援を実施。

ベトナム
・2005年から、UNCRD及びIGESを通じて
３R国家戦略策定支援を実施。
・ハノイでJICA生ごみ3Rプロジェクトを実施。
・2008年7月 ＪＩＣＡ専門家を派遣

インドネシア
・2005年から、UNCRD及びIGESを通じて
３R国家戦略策定支援を実施。

・ 2006年8月 JICA専門家を派遣

・2010年からJICAの3R実施プロジェクト開始予定

シンガポール
2006年7月 江田副大臣(当時)が訪問し､協力関係を構築

それ以降、２国間政策対話を実施

３Ｒに関するアジア各国との二国間協力

韓 国
2006年6月 第１回日韓廃棄物･ﾘｻｲｸﾙ政策対話（東京）
2007年4月 第2回日韓廃棄物・ﾘｻｲｸﾙ政策対話（ソウル）
2008年7月 第3回日韓廃棄物・ﾘｻｲｸﾙ政策対話（東京）
2009年8月 第4回日韓廃棄物・ﾘｻｲｸﾙ政策対話（ソウル）

バングラディッシュ
・2006年から、UNCRD及びIGESを
通じて３R国家戦略策定支援を実施。



協力国際機関

アジア開発銀行(ADB)
アジア工科大学(AIT)
バーゼル条約事務局

経済協力開発機構
(OECD)

国連地域開発センター
(UNCRD)
国連環境計画(UNEP)
国連アジア太平洋

経済社会委員会
(UNESCAP)

国連工業開発機関
(UNIDO) 等

ドイツ技術公社(GTZ)

（独）国際協力機構
(JICA)

緊密な協力

ハイレベルの
政府間政策対話

各国における主要政策
として、３Ｒの戦略的な
実施を位置づけ

国連地域開発センター
(UNCRD)

促進

国際的な共同
政策研究

専門家グループ

技術的支援

アジア３Ｒ推進フォーラム
のイメージ

民間部門
地方公共団体
地域社会

NGO/NPOs

パイロット事業 3Rビジネス事業
化の検討

能力開発
プログラム

研究機関(IGES等）
研究者グループ(SWAPI等)
研究支援機関(APN)

市民フォーラム



アジア３Ｒ推進フォーラムの設立

アジア３Ｒ推進フォーラム設立会合の開催

主 催： 環境省、国連地域開発センター(UNCRD)
日 時： 平成２１年１１月１１日～１２日
場 所： 東京
出 席 者： アジア１５カ国（大臣含む）、１６国際機関の代表、専門家
全体議長： 大谷信盛環境大臣政務官
成 果： ・「アジア３Ｒ推進フォーラムの設立についての東京３Ｒ宣言」の採択

– ハイレベルによる政策対話の定期的開催
– ３Ｒに関するプロジェクト実施への国際機関、援助機関の支援
– ３Ｒに関する優良事例、技術情報の共有

・次回会合（2010年）のマレーシア開催決定
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アジア３Ｒ推進市民フォーラムの開催

○アジア３Ｒ推進フォーラム設立会合に先立ち、平成２１年１１月１０日に開催
○日本、中国、韓国、インドネシアのNPO/NGO（１６団体）が出席
○「アジア３Ｒ推進市民フォーラム」ステートメントを採択
○アジア３Ｒ推進フォーラム設立会合において報告



アジア３Ｒ推進フォーラムのアジア各地での継続開催
アジアへの３Ｒの普及推進
フォーラムへの参加拡大（民間事業者、地方自治体、ＮＧＯ等）

アジア各国の政策における３Ｒの明確な位置づけ
各国との政策対話、アジアにおける政府間会議における議論推進

３Ｒの実践的行動の支援
国際機関、援助機関による各国における３Ｒプロジェクト実施支援
エコタウンの普及等による民間企業による３Ｒ関連事業の展開の支援
３Ｒと温暖化とのコベネフィット事業（ＣＤＭ等）推進

アジアにおける３Ｒに関する研究支援
アジアにおける国際共同研究への支援

国際社会へのアピール

国連における世界全体の廃棄物問題の議論に貢献する国際会議の開
催等

アジア３Ｒ推進フォーラムの今後の展開



ＵＮＥＰ（国連環境計画）
持続可能な資源管理に関する国際パネル
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 天然資源の持続可能な利用の確保に向けて、科学的な知見の充実を図るた
め、2007年11月にＵＮＥＰが設立。世界の著名科学者等約20名がメンバー。

 具体的テーマ：

 日本から森口祐一国立環境研究所循環型社会・廃棄物研究センター長がメ
ンバー入り。環境省が資金拠出により活動を支援。

 2009年3月10日 持続可能な資源管理に関するアジアセミナー （東京）

 2009年6月4-5日 第４回運営委員会 （パリ）

 2009年11月8-9日 パネル会合、10-11日 第５回運営委員会 （北京）

・デカップリングに関する科学的理解
・金属資源の地球規模でのフロー
・バイオ燃料の環境面や供給面での持続可能性
・製品・資源の環境影響：優先付け 等

○パネルの最初の公表報告書として、バイオ燃料に
関するレポートをプレスリリース（１０月）

・第１世代のバイオ燃料について、自動車用液体燃料に転換す
るよりも、発電利用など、より効率的な利用があること等につい
て触れる


